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■平成２年に設立したハサマ共同製茶組合
地域にある四軒の茶農家で平成２年に設立したハサマ
共同製茶組合ですが、年々茶農家が減ってしまい、現在
では山中家のみで運営していま
す。製茶工場では、近隣の農家と協
力し、大手飲料メーカーの契約農
家として煎茶を出荷しています。

■きっかけは花粉症!?
煎茶用のお茶として「やぶきた」という品種を主に栽培

していますが、花粉症の症状を和らげる効果があると話
題になった「べにふうき」という品種の栽培を10年ほど前
から始めました。しかし、煎茶としての商品化が難しく栽
培をやめようとしてたところ、紅茶にするとおいしいとい
う話を聞き、４年前から紅茶づくりに挑戦しています。

■プレミアムティー・コンテストで優勝
（俊作さん）「べにふうき」を使用して作った和紅茶「Ｋ
ｙｏｕｋａｎ Ｂｌａｃｋｔｅａ」が、2017年プレミアムティー・
コンテストの２部門でチャンピオ
ンティーに選ばれました。また、
愛知県尾張旭市で行われた、「国産
紅茶グランプリ2017」では、機械
揉み紅茶が金賞、娘の手摘み・手
も

揉み紅茶が準グランプリを受賞し、親子で表彰台に上が
も

ることができました。この「Ｋｙｏｕｋａｎ茶」は、ハサマ
共同製茶組合のある「狭間」地区で作ったお茶のおいし
さを、多くの人に「共感」してもらいたいという思いを
込めて名付けました。

■和紅茶への思い
現在、高齢化により引退される茶農家が多く、荒れて
いく茶畑を見て心を痛めています。しかし、栽培をやめ
た茶畑は自然の土に戻っているため、お茶本来の力があ
る良質な茶葉が取れるんです。そうやって荒れた畑を再
利用できないかと、煎茶用に栽培している「やぶきた」
で紅茶をつくるなど、日々研究しています。日本の紅茶
「和紅茶」をたくさんの人に知ってもらって、お茶づくり
に興味を持つ人が出てきてほ
しいですね。
狭間の美しい景観を守りつ
つ、より良い和紅茶がつくれ
るよう、頑張っていきます。

→

農事組合法人ハサマ共同製茶組合
川島町7508
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老若男女、各分野で活躍する
さまざまな「四日市人」を取
材して、その人の言葉で四日
市の魅力などをお伝えするコ
ーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかい
ち」でも紹介します。
日時：12月11日

〜平成30年１月10日
月水金日 ９：30・20：30
火木土 12：30・20：30
■ＣＴＹ−ＦＭで毎月第２・第４
日曜日放送の「よっかいちわ
いわい人探訪！」でも紹介し
ます。
日時：12月10日・24日

８：54・14：54

川島町狭間地区のハサマ共同製茶組合を家族で運営している山中さん親子。
先代から続くお茶づくりや、近年製造している和紅茶、お茶づくりに関わる

日々への思いなどをお聞きしました。

ハサマ共同製茶組合
（山中俊作さん・千佳さん）
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